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令和６年度　教　育　課　程　表
高校名（鹿児島県立山川高等学校）　大学科（その他）　小学科（生活情報）

１年

教科 科　目
標準
単位

共通
ﾋﾞｼﾞﾈｽ
情報
ｺｰｽ

ﾗｲﾌ
ﾃﾞｻﾞｲﾝ
ｺｰｽ

ﾋﾞｼﾞﾈｽ
情報
ｺｰｽ

ﾗｲﾌ
ﾃﾞｻﾞｲﾝ
ｺｰｽ

ﾋﾞｼﾞﾈｽ
情報
ｺｰｽ

ﾗｲﾌ
ﾃﾞｻﾞｲﾝ
ｺｰｽ

現 代 の 国 語 ◎2 2 2 2 2 4 4

言 語 文 化 ◎2 3 3 3

地 理 総 合 ◎2 2 2 2 2

歴 史 総 合 ◎2 3 3 3 3

公民 公 共 ◎2 3 3 3

数 学 Ⅰ ◎3 3 2 2 5 5

数 学 Ａ 2 3 3 3 3

物 理 基 礎 ◎2 2 2 2 2

化 学 基 礎 ◎2 2 2 2 2

生 物 基 礎 ◎2 2 2 2

体 育 ◎7～8 3 3 3 2 2 8 8

保 健 ◎2 1 1 1 2 2

音 楽 Ⅰ ○2 ② 0,2 0,2

美 術 Ⅰ ○2 ② 0,2 0,2

書 道 Ⅰ ○2 ② 0,2 0,2

英語コミュニケーションⅠ ◎3 2 3 3 5 5

英語コミュニケーションⅡ 4 3 3 3 3

家庭 家 庭 総 合 ◎4 4 4 4

情報 情 報 Ⅰ 2 「情報処理」により代替

23 15 15 15 15 53 53

ビジネス基礎 ◇２～４ 2 2 2

課 題 研 究 ◎２～４ 4 4
ビ ジ ネ ス ・
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 2～4 2 2 2 2

商品開発と流通 2～4 4 4 4 4
ビ ジ ネ ス ・
マ ネ ジ メ ン ト 2～4 4 4

簿 記 2～4 4 4

情 報 処 理 ◎2～4 2 2 2 4 4

ソフトウェア活用 2～4 2 2

課 題 研 究 ◎２～４ 4 4

保 育 基 礎 2～6 2 2 2 2

保 育 実 践 2～8 2 2
ファッション造形基礎 2～6 4 4

ファッション造形 4～10 4 4

フードデザイン 2～6 2 2 2 2 2 6 6

6 14 14 14 14 34 34

３～６ 「課題研究」により代替

29 29 29 29 29 87 87

1 1 1 1 1 3 3

30 30 30 30 30 90 90

※　　②は選択履修
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普
通
・
専
門

入学年度 令和４年度入学

備　考

学　　年 ２年 ３年 計

各
学
科
に
共
通
す
る
各
教
科
・
科
目

地理
歴史

数学

理科

保健
体育

芸術

外国語

科目単位数計

国語

特別活動 ホームルーム活動

週あたりの総時数

商業

科目単位数計

合　　　計

家庭

主
と
し
て
専
門
学
科
に
お
い
て
開
設
さ
れ
る
各
教
科
・
科
目

総合的な探究の時間



令和６年度 全科共通【シラバス】  

教 科 国語科 科 目 現代の国語 単位数 ２単位 年 次 ３年次 

使用教科書 新編現代の国語 

副教材等 常用漢字ダブルクリア（尚文出版），テスト式 国語常識の総演習（京都書房） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・ 授業では，学習内容をノートに記入したり，資料プリントを利用して理解を深めたりします。しっかり聞
いて，考えて，自分の考えを発表しましょう。また，配付されたものは整理して綴っておきましょう。 

・ 授業中に分からないことがあれば，遠慮なく質問しましょう。 
・ 朗読や発表をするときには，できるだけ大きな声ではっきりと行いましょう。 
・ 復習をしっかり行うことで学習内容が身についていきます。 

２ 学習の到達目標 

 言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能
力を育成することを目指す。 

３ 学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a：知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観点の 
趣旨 

 実社会に必要な国語の知識
や技能を身に付けるようにす
る。 

 論理的に考える力や深く共
感したり豊かに想像したりす
る力を伸ばし，他者との関わ
りの中で伝え合う力を高め，
自分の思いや考えを広げた
り深めたりすることができるよ
うにする。 

 言葉が持つ価値への認識を
深めるとともに，生涯にわたっ
て読書に親しみ自己を向上
させ，我が国の言語文化の
担い手としての自覚をもち，
言葉を通して他者や社会に
関わろうとする態度を養う。 

評価 
方法 

定期考査，課題考査等 提出物，授業ノート，発言等 授業態度，発言，出席状況等 

上に示す観点に基づいて，学習のまとまりごとに評価し，学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。 

４ 学習の活動 

学 

期 
内容 

単元

（題材） 
学習内容 

主な評価の観点 
単元(題材)の評価規準 評価方法 

ａ ｂ ｃ 

１

学

期 

現代文 評論 

 

 

随想 

随想 

スキマが育む都市の

緑と生命のつながり 

 

○ ○ ○ ａ：言葉の認識や思考を支える働きを理解している 

ｂ：「読むこと」について要旨や要点を把握している 

「話すこと・聞くこと」において伝え合う内容を検討している 

ｃ：自分の考えをまとめ，話し合おうとしている 

考査成績 

提出物 

発言等 

鍋洗いの日々 ○ ○ ○ 

真夏のひしこ漁 ○ ○ ○ 

２

学

期 

現代文 話す・聞く 

 

書く 

発想を広げる方法

を使って話し合おう 

○ ○ ○ ａ：言葉の認識や思考を支える働きを理解している 

ｂ：「読むこと」について要旨や要点を把握している 

「話すこと・聞くこと」において伝え合う内容を検討している 

ｃ：自分の考えをまとめ，話し合おうとしている 

考査成績 

提出物 

発言等 新聞記事を読んで

意見文を書こう 
○ ○ ○ 

３

学

期 

現代文 評論 美しさの発見 ○ ○ ○ ａ：言葉の認識や思考を支える働きを理解している 

ｂ：「読むこと」について要旨や要点を把握している 

「話すこと・聞くこと」において伝え合う内容を検討している 

ｃ：自分の考えをまとめ，話し合おうとしている 

考査成績 

提出物 

発言等 
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令和６年度 全科共通【シラバス】 

教 科 地理歴史科 科 
目 歴史総合 単位数 ３単位 年 次 ３年次 

使用教科書 ８１ 山川 歴総 7０9 わたしたちの歴史 日本から世界へ（山川出版社） 
副教材等 授業で配布するプリント 等 

 
１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 
・ 毎時間，教科書・ノートを準備。 
・ 教師の話を聞きながら必要に応じてメモを取りましょう。 
・ 社会的事象に関して友達と話し合う時間や意見をまとめる時間もありますので，積
極的に発言をしましょう。 

 
２ 学習の到達目標（学習指導要領 提示） 
・社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動
を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的
な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質や能力を養う。 

 
３ 学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a：知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観点の 
趣旨 

・歴史に関する資料から情
報を読み取ったりまとめた
りする技能を身に付けてい
る。 
・それぞれの国や時代の歴
史的な事柄を基に，各国の
政治体制やその変容など
について理解している。 

・歴史的な事柄に対して，
その背景や原因，結果や
影響などに着目し，他国や
他の地域と比較したり相
互に関連付けたりするなど
して主題について多面的
多角的に考察し，表現して
いる。 

・歴史的な事柄について，
主体的に追究，解決しよう
とするとともに，我が国の
国土への愛情をもち，世界
の多様な文化を尊重しよう
としている。 
・自己の学習状況を客観
的に振り返り，記録を残そ
うとしている。 

評価 
方法 

・各テスト 
・ロイロノート 

・各テスト 
・パフォーマンス課題 

・リフレクションシート 

上に示す観点に基づいて，学習のまとまりごとに評価し，学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。 

 
４ 学習の活動（単元の評価規準ｃについては，上記 学習評価に記載のとおり） 
学 
期 

内 
容 

単元 
（題材） 学習内容 主な評価の観点 単元(題材)の評価規準 評価方法 ａ ｂ ｃ 

１
学
期 

近
代
化
と
私
た
ち 

・近代化へ
の問い 
・結びつく世
界と日本の
開国 
・国民国家と
明治維新 

産業革命 
アヘン戦争 

○ ○ ○ 
ａ：18 世紀のアジアや日本における生産と流

通，アジア各地域間やアジア諸国と欧米諸国

の貿易などを基に理解している。 

ｂ：国民国家の形成の背景や影響などに着目

し主題を設定し，アジア諸国とその他の地域の

動向を比較したり関連付けたりし，政治変革の

特徴や社会の変容などを多面的多角的に考

察し表現している。 

各テスト 
パ フ ォ ー マ
ンス課題 
ﾘﾌﾚｸｼｮﾝｼｰﾄ 

日本の開国 
開国後の日本 

○ ○ ○ 

市民革命 
明治維新 
大日本帝国憲法 

○ ○ ○ 

２
学
期 

国
際
秩
序
の
変
化
や
大
衆
化
と
私

た
ち 

・国際秩序
の変化や大
衆化への問
い 
・WWⅠと大
衆社会 
・経済危機と
WWⅡ 

第一次世界大戦 
ロシア革命 
社会運動 

○ ○ ○ 
ａ：大衆の政治参加と女性の地位向上，大正デ

モクラシーと政党政治，大量消費社会と大衆

文化，教育の普及とマスメディアの発達などを

基に大衆社会の形成と社会運動の広がりを理

解する。 

ｂ：経済危機の背景と影響，国際秩序や政治体

制の変化などに着目し，日本とその他の国や

地域の動向を比較したり相互に関連付けたり

するなどして各国の世界恐慌への対応への特

徴などを多面的多角的に考察し表現している。 

各テスト 
パ フ ォ ー マ
ンス課題 
ﾘﾌﾚｸｼｮﾝｼｰﾄ 

世界恐慌 
第二次世界大戦 

○ ○ ○ 

戦後国際秩序 
冷戦のはじまり 

○ ○ ○ 

３
学
期 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
私
た
ち 

・グローバル
化への問い 
・冷戦と世界
経済 
・。世界秩序
の変容と日
本 
 

第三世界 
冷戦の展開 

○ ○ ○ 
ａ：西ヨーロッパや東南アジアの地域連携，計

画経済と波及，日本の高度経済成長などを基

に世界経済の拡大と経済成長下の日本の社

会を理解すること。 

ｂ： 冷戦が各国経済に及ぼした影響，地域連

携の背景と影響，日本の高度経済成長の背景

と影響などに着目し，日本とその他の国や地域

の動向を比較したり，相互に関連付けたりする

などして，冷戦下の世界経済や地域連携の特

徴や社会の変容などを考察し表現している。 

各テスト 
パ フ ォ ー マ
ンス課題 
ﾘﾌﾚｸｼｮﾝｼｰﾄ 

５５年体制 

高度経済成長 
○ ○ ○ 

冷戦の終結 

日本の終結 
○ ○ ○ 2



令和６年度 全科共通【シラバス】 

教 科 数学科 科 目 数学 A 単位数 ３単位 年 次 3 年次 

使用教科書 数 A７０８「高校数学 A」（実教出版） 

副教材等 高校数学 A スタディノート（実教出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では教科書・スタディノートをベースに進める。必要に応じて，ノートを準備すること。 

・評価は定期考査・長期休暇明けの課題考査・授業態度・提出物等をもとに行う。 

・提出物は締切を厳守すること。 

２ 学習の到達目標 

場 合 の 数 と 確 率 

 

図形の性質 

数 学 と 人 間 の 活 動 

数の規則性を踏まえて効率的かつ過不足なくものを数え，それを基に確率を求めることができる。求めた確率を使っ

て結果の予測をできるようになる。 

平面図形や空間図形の性質についての理解を深め，それらを事象の考察に活用できるようにする。 

数の歴史や図形と人間の関わりについて理解を深め，整数や図形について，小中学校で断片的に扱ってきた内容を

系統的に学び理解を深め活用できるようになる。 

３ 学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a：知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観点の 

趣旨 

基本的な概念や原理・法則などを

体系的に理解し，数学的な表現・処

理する技能を身につけている。 

基本的な法則を活用して事象を論

理的に考察し，数学的な表現を用

いて表現することができる。 

数学の論理や体系に関心をもち，事象を数

学的論拠に基づいて判断しようとする。また，

数学のよさを認識し，活用しようとする。 

評価 

方法 

・定期考査・課題考査 

・小テスト          など 

・定期考査・小テスト 

・授業態度          など 

・授業態度・出席状況 

・提出物           など 

上に示す観点に基づいて，学習のまとまりごとに評価し，学年末に５段階の評定にまとめる。 

学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価する。 

４ 学習の活動 

学 

期 

内 

容 

単元 

（題材） 
学習内容 

主な評価の観点 
単元(題材)の評価規準 評価方法 

ａ ｂ ｃ 

１
学
期 

場
合
の
数
と
確
率 

場合の数 
 

確率 

集合 ○  ○ 
ａ：集合や P,C を用いて，場合の数や確率を求

めることができる。 
ｂ：事象に応じて，反復試行の確率や条件付き

確率を求めることができる。 
ｃ：身近な事象の確率を，数学的に考察しようと

する。 

定期考査 

課題考査 

小テスト 

授業態度 

提出物 

順列・組み合わせ ○ ○ ○ 

確率 ○ ○ ○ 

２
学
期 

図
形
の
性
質 

三角形の性質 
 

円の性質 
 

作図 
 

空間図形 

三角形の性質 ○ ○ ○ ａ：三角形の性質や円の性質を理解し，線分の
長さや角の大きさを求めることができる。 

ｂ：三角形の内接円や外接円，円の接線などの
性質を用いて，線分の長さや角の大きさを求
めることができる。 

ｃ：身近な事象を図形を用いて，数学的に考察
しようとする。  

定期考査 

課題考査 

小テスト 

授業態度 

提出物 

円の性質 ○ ○ ○ 

作図 ○ ○ ○ 

空間図形 ○ ○ ○ 

３
学
期 

数
学
と
人
間
の
活
動 

数と人間 
 

図形と人間 

2 進法 ○  ○ 
ａ：2 進法や公約数，公倍数，相似について理解

し，求めることができる。 
ｂ： ユークリッドの互除法や相似を使った測定に

ついて考察でき，それらを利用し，値を求める
ことができる。 

ｃ：身近な事象を用いて，数学的に考察しようと
する。 

定期考査 

小テスト 

授業態度 

提出物 
整数の性質 ○ ○ ○ 

相似と測定 ○ ○ ○ 
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令和６年度 全科共通【シラバス】 

教 科 理科 科 目 物理基礎 単位数 ２単位 年 次 ３年次 

使用教科書 高等学校 新物理基礎 （第一学習社 物基７１０） 

副教材等 授業用ノート 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

授業では，授業用ノートで基本的な内容をまとめる。 
評価は，定期考査，授業態度，提出物，小テスト等でおこなう。 
定期考査の誤りは，訂正プリントに整理・訂正する。 

２ 学習の到達目標 

（１）物体の運動とエネルギーについて，考え方や表し方に関する理解を深める。 
（２）エネルギー利用に関する技術や問題点について理解を深める。 

 
 
 

３ 学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a：知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観点の 
趣旨 

日常生活との関連を図りながら物理現

象についての基本的な概念や原理・法

則などを理解しているとともに，科学的

に探求するために必要な観察，実験など

に関する操作や記録などの基本的な技

能を身に付けている。 

物理現象やその利用技術から

問題を見いだし，見通しをもっ

て観察，実験，調査などを行

い，得られた結果を分析して解

釈し，表現するなど，科学的に

探求している。 

物理現象や科学技術に主体

的に関わり，見通しをもったり

振り返ったりするなど，科学的

に探求しようとする態度をもっ

ている。 

評価 
方法 

定期考査 
小テスト 

授業用ノートの記述 
授業態度 

レポート作成 
春・夏・冬休み課題 

上に示す観点に基づいて，学習のまとまりごとに評価し，学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。 

４ 学習の活動 

学 

期 
内容 

単元 

（題材） 
学習内容 

主な評価の観点 
単元(題材)の評価規準 評価方法 

ａ ｂ ｃ 

１

学

期 

運動と

エネル

ギー 

物体の

運動 

物理量，速さ ○ ○ ○ 
ａ：物体の運動とエネルギーにつ

いて理解している。 

ｂ：生活と関連付けて観察，実験等を

行い，科学的に考察し表現している。 

ｃ：物体の運動を生活と関連付け，理

解しようとしている。 

定期考査 

小テスト 

授業態度 

提出物 
等速直線運動 ○ ○  

等加速度直線運

動，重力加速度 
○ ○  

２

学

期 

運動と

エネル

ギー 

力と運動

の法則 

仕事と力

学的エネ

ルギー 

力 ○ ○ ○ ａ：力や物体の運動，力学的エネ

ルギーについて理解している。 

ｂ：生活と関連付けて観察，実験等を

行い，科学的に考察し表現している。 

ｃ：力や運動の法則を生活と関連付

け，理解しようとしている。 

定期考査 

小テスト 

授業態度 

提出物 

運動の法則 ○ ○ ○ 

力学的エネル

ギー 
○ ○  

３

学

期 

電気 

電荷と電流 

電流と磁場 

エネルギー

とその利用 

電荷と電流 ○ ○  ａ：電気について理解している。 

ｂ：生活と関連付けて観察，実験等を

行い，科学的に考察し表現している。 

ｃ：持続可能なエネルギー利用に

ついて理解しようとしている。 

定期考査 

小テスト 

授業態度 

提出物 

電流と磁場 ○ ○  

エネルギーと 

その利用 
○  ○ 
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令和６年度 全科共通【シラバス】 

教 科 保健体育 科 目 体育 単位数 ２単位 年 次 ３年次 

使用教科書 現代高等保健体育 

副教材等 現代高等保健体育ノート，ステップアップ高校スポーツ２０２２ 
 
１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 
・体育服，靴下，シューズの忘れ物がないように準備をしましょう。 
・自主的に活動に取り組み，運動習慣を確立させましょう。 
・課題を解決するための話し合いに自主的に関わり，発言をしましょう。 

 
２ 学習の到達目標 
(1)運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の楽しさや喜びを深く味わい，生涯にわたって運

動を豊かに継続することができるようにするため，運動の多様性や体力の必要性について理解
するとともに，それらの技能を身に付けるようにする。 

(2)生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて
思考し判断するとともに，自己や仲間の考えことを他者に伝える力を養う。 

(3)運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む，互いに協力する，自己の責任を
果たす，参画する，一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てるとともに，健康・安
全を確保して，生涯にわたって継続して運動に親しむ態度を養う。 

 
３ 学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a：知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観点の 
趣旨 

運動の合理的，計画的
な実践を通して，運動の楽
しさや喜びを深く味わい，
生涯にわたって運動を豊
かに継続することができる
ようにするため，運動の多
様性や体力の必要性につ
いて理解するとともに，それ
らの技能を身に付けてい
る。 

生涯にわたって運動を
豊かに継続するための課
題を発見し，合理的，計画
的な解決に向けて思考し
判断するとともに，自己や
仲間の考えことを他者に伝
えている。 

生涯にわたって継続して
運動に親しむために，運動
における競争や協働の経験
を通して，公正に取り組む，
互いに協力する，自己の責
任を果たす，参画する，一人
一人の違いを大切にしよう
とするとともに，健康・安全を
確保している。 

評価方法 筆記テスト，実技テスト 観察，ワークシート 観察，ワークシート 
上に示す観点に基づいて，学習のまとまりごとに評価し，学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。 
 
４ 学習の活動 
学 
期 

内 
容 

単元 
（題材） 学習内容 主な評価の観点 単元(題材)の評価規準 評価方法 ａ ｂ ｃ 

１
学
期 

体
育 

・体つくり運動 

・体育理論 

・球技 

体つくり運動 ○   
ａ：運動の合理的，計画的な
実践に関する具体的な事項
や生涯にわたって運動を豊
かに継続するための理論に
ついて理解しているとともに，
目的に応じた技能を身につ
けている。 
 
ｂ：自己や仲間の課題を発見
し，合理的，計画的な解決に
向けて，課題に応じた運動の
取り組み方や目的に応じた
運動の組み合わせ方を工夫
しているとともに，それらを他
者に伝えている。 
 
ｃ：一人一人の違いを大切に
するとともに主体的に合意形
成に貢献しようとしている。 

筆記テスト 
実技テスト 
ワークシート 

観察 

体ほぐしの運動  ○ ○ 
体育理論  ○ ○ 

バレーボール 
バドミントン 

卓球 
○ ○ ○ 

２
学
期 

・球技 

・武道 

・陸上競技 

・ダンス 

・体育理論 

体育理論 ○ ○  
サッカー 

ソフトボール 
バスケットボール 

剣道 

○ ○ ○ 

短距離 
リレー 

フォークダンス 
○ ○ ○ 

３
学
期 

・陸上競技 

・ダンス 

・体育理論 

体育理論 ○ ○  

長距離走 
フォークダンス 

○ ○ ○ 
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令和６年度 全科共通【シラバス】 

 
１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 
２ 学習の到達目標 

 
３ 学習評価（評価規準と評価方法） 

 
４ 学習の活動 

 

教 科 外国語科 科 目 英語 
コミュニケーションⅡ 単位数 ３単位 年 次 ３年次 

使用教科書 All aboard! English CommunicationⅡ 
副教材等 英作基本文例６００【第６版】 

・毎回ノートに予習をして授業を受けてください。 
・授業時に配付されるテスト対策プリントや参考プリントをファイルに綴じておいてください。 
・定期考査や課題考査で間違えた箇所は毎回ノートに訂正をしてもらいます。 

（１） 日常的もしくは社会的な話題について，聞いたことや読んだことから必要な情報をくみ取り，その 
情報や考え，気持ちなどを論理的に英語で話したり書いたりして伝えるための能力を身につける。 

（２） 積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を身につける。 
（３） 実用英語技能検定（英検）の準２級程度の英語力を身につける。（CEFR A2） 

観点 a：知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観点の 

趣旨 

外国語の音声や語彙，表現，文
法，言語の働きなどについて十分
理解を深めるとともに，その知識
を，聞くこと，読むこと，話すこと，書
くことによる実際のコミュニケー
ションにおいて，様々な目的や場
面，状況などに応じて適切に活用
できる技能を身に付けている。 

コミュニケーションを行う目的や場
面，状況などに応じて，日常的な
話題や社会的な話題について，外
国語で情報や考えなどの概要や
要点，詳細，話し手や書き手の意
図などを的確に理解したり，これら
を活用して論理的に表現したり伝
え合ったりしている。 

外国語の背景にある文化に対す
理解を深め，聞き手，読み手，話し
て手，書き手に配慮し，また主体
的，自律的に概要や要点，詳細を
整理して，外国語を用いてコミュ
ニケーションを図ろうとしている。 

評価 

方法 

・定期考査 ・課題考査 
・パフォーマンステスト 

・定期考査 ・課題考査 
・パフォーマンステスト 

・授業態度（授業時の発言や発表
等） ・出席状況 ・課題考査 
・訂正や宿題等の提出物 
・パフォーマンステスト 

上に示す観点に基づいて，学習のまとまりごとに評価し，学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。 

学 

期 

内 

容 

単元 

（題材） 
学習内容 

主な評価の観点 
単元(題材)の評価規準 評価方法 

ａ ｂ ｃ 

１
学
期 

関係
代名
詞 
・ 

比較
表現 

・ 
it 
の 

用法 
・ 

間接
疑問
文 

Ｌｅｓｓｏｎ 1 
A Colorful 
Island 
 
Lesson 2 
With the 
Beatles 

イタリアのブラーノ島への旅行

を報告する SNS を通して，そ

の島の特色を理解する。 

○ ○ ○ 

ａ：音声，語彙，表現，文法（関係代名
詞，比較表現， it の用法，間接疑問
文），言語の働きを十分理解し，適切に
活用する技能を身につけている。 
ｂ：日常的もしくは社会的話題を読み聞
きし，その内容を的確に理解している。
また，それをもとに適切に，また論理的
に表現したり，伝え合ったりしている。 
ｃ：授業態度，出席状況，提出物が良好
である。また，ある絵や表の指示に従っ
て，インタビューをし，その意見を概要や
要点，詳細を整理して英文でまとめるこ
とができる。 

定期考査 
課題考査 
授業態度 
出席状況 
提出物 
パフォーマンステスト 

曲をリクエストしたラジオ番組
の聴取者とディスクジョッキー
の対話を通して，世代を超えて
人気のあるバンドについて概
要を捉える 

Lesson ３ 
Wild Men 
 
Lesson 4 
Little 
Hero 

ヨーロッパの国々の祭りに登
場する「ワイルドマン」について
のスピーチを通して，人間社会
と自然について考える。 

○ ○ ○ 世界最小の鳥であるハチドリ
を紹介する記事とハチドリの
物語を通して，不断の努力と
不屈の心について考える。 

２
学
期 

to 
不定
詞 

表現 
・ 

目的
語の 
if 節 

・ 
関係 
副詞 

where 
when 

・ 

知覚 

動詞 

Ｌｅｓｓｏｎ 5 
Special 
Makeup in 
Kabuki 
 
Lesson 6 
Seeds for 
Future 
Generations 

日本の伝統文化である歌舞

伎と隈取について理解する。 

○ ○ ○ 

ａ：音声，語彙，表現，文法（to 不定詞，
目的語の if 節，関係副詞，知覚動詞），
言語の働きを十分理解し，適切に活用
する技能を身につけている。 
ｂ：日常的もしくは社会的話題を読み聞
きし，その内容を的確に理解している。
また，それをもとに適切に，また論理的
に表現したり，伝え合ったりしている。 
ｃ：授業態度，出席状況，提出物が良好
である。また，ある絵や表の指示に従っ
て，インタビューやリサーチをし，その意
見を概要や要点，詳細を整理して英文
でまとめることができる。 

定期考査 
課題考査 
授業態度 
出席状況 
提出物 
パフォーマンステスト 

海外の高校生に向けた，伝統
野菜についてのグループ発表
を通して，伝統の継続につい
て考える。 

Lesson 7 
Over the 
Wall 
 
Lesson 8 
Inspiration 
from Nature 

世界中で壁画を描く活動につ
いての話を通して，世界の人々
と交流する方法について概要
を捉える。 

○ ○ ○ 生物模倣についてのオンライ
ン講演の授業を通して，自然
界のデザインをヒントに開発さ
れた製品について理解する。 

３
学
期 

使役 
動詞 

・ 
分詞 
構文 

 

Lesson 9 
The Bitter 
Truth 
behind 
Chocolate 
 
Ｌｅｓｓｏｎ 10 
Fighting 
Angel 
 
 

チョコレートをめぐる現実を取
り上げた雑誌記事を通して，カ
カオ農園の実態と児童労働及
びその解決策について理解す
る。 

○ ○ ○ 

ａ：音声，語彙，表現，文法（使役動詞，
分詞構文），言語の働きを十分理解し，
適切に活用する技能を身につけてい
る。 
ｂ：日常的もしくは社会的話題を読み聞
きし，その内容を的確に理解している。
また，それをもとに適切に，また論理的
に表現したり，伝え合ったりしている。 
ｃ：授業態度，出席状況，提出物が良好
である。また，ある絵や表の指示に従っ
て，インタビューをし，その意見を概要や
要点，詳細を整理して英文でまとめるこ
とができる。 

定期考査 
課題考査 
授業態度 
出席状況 
提出物 
パフォーマンステスト 

医療と看護の発展に一生を捧
げたナイチンゲールの生涯に
ついて理解する。 
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令和６年度 生活情報科【シラバス】 
教 科 商業 科 目 課題研究 単位数 ４単位 年 次 ３年次 

使用教科書 使用教科書 なし  
※自ら設定したプロジェクトでは，これまで使用した教科書を参考程度に使用する。 

副教材等 なし  
１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 
・  調査・研究において，チームとして取り組む場合，意見や考えを出し合い，お互いの考えを尊重すると
ともに，調整などを図りましょう。 

・調査・研究は，自ら設定した課題を克服する意味や意義の理解に努めましょう。 
・発表や対象の相手に伝えることを前提に，記録や考察，分析などを適宜行いましょう。 
・課題研究発表会で使用することを前提に，資料や記録としての写真，動画も積極的に収集しましょう。  
２ 学習の到達目標 

商業に関する課題（山川高校の活性化を含む）を設定し，その課題の解決を図る学習を通して，専門
的な知識と技術の深化，総合化を図るとともに，問題解決の能力や自発的，創造的な学習態度を育て
る。  
３ 学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a：知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観点の 
趣旨 

自ら設定した課題の必要性
について理解し，将来へ活か
す工夫し，問題解決に必要な
情報を収集・加工・活用するた
めの技能を身につけている。 

主体的に分析・判断して，課
題を追求し体系的にまとめ，そ
の成果を創意工夫して表現で
きる。 

課題に関心を持ち，心構え
や学習方法を自ら工夫して取
り組む意欲的，計画的な態度
がある。 

評価 
方法 

レポートの内容 
研究状況，調査・記録， 
レポート，発表 

研究状況， レポート 
中間報告，まとめ 
最終研究発表，プレゼンテー
ション 

学習，研究状況， 
出席状況，調査・記録 
 

上に示す観点に基づいて，学習のまとまりごとに評価し，学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。  
４ 学習の活動 
学 
期 題材等 学習内容 

主な評価の観点 
単元(題材)の評価規準 評価方法 

ａ ｂ ｃ 

１
学
期 

テーマ設定 
 
 
 
結果のまとめ 
①  
 
 
中間報告① 

計画の作成 
計画発表会 
調査・研究 
 
調査・研究・観
察 
レポート作成 
 
中間発表会 
調査・研究 

 
 
 
 
○ 
 
 
 
○ 

○ 
 
 
 
 
 
 
 
○ 

○ 
 
 
 
○ 

ａ：学校ＰＲおよび地域活性化
に関する課題について理解
しているとともに，関連する
技術を身に付けている。 

ｂ：学校ＰＲおよび地域活性化
に関する課題を発見し，科
学的根拠に基づいて創造的
に解決している。 

ｃ：学校ＰＲおよび地域活性化
が人間生活や社会との関わ
りについて自ら学び，主体的
かつ協働的に取り組もうとし
ている。 

 
【調査・研究・商品開発等】 

・学校ＰＲ用１分間ＣＭの企画・

制作 

・ライフデザインコースの文化

祭催し物「ファッションショー」

の音楽編集・企画補助・運営

に携わる。 

･学校行事（花野果フェや本土

最南端西大山駅おもてなし

等）の企画・運営とともにノベ

ルティーの企画・制作(・学校Ｐ

Ｒ用ハンカチタオルに取り組

む。 

調査・研究状況 
（態度･技能） 
出席状況 
取組状況 
（服装・実習レポー
ト） 
準備・段取り 

２
学
期 

結果のまとめ 
②  
 
 
 
中間報告② 

調査・研究・観
察 
レポート作成 
 
 
中間発表会 
調査・研究 
 

○ 
 
 
 
 
○ 

 
 
 
 
 
○ 

○ 調査・研究状況 
（態度･技能） 
出席状況 
取組状況 
（服装・実習レポー
ト） 
準備・段取り 

３
学
期 

年間のまとめ 
 
 
 
全体発表 

レポート作成 
プ レ ゼ ン テ ー
ション作成 
 
全体での発表
会 

○  
 
 
 
○ 

○ 
 
 
 
○ 

取組状況（レポー
ト） 
ま と め ・ プ レ ゼ ン
テーション作成状況 
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令和６年度 生活情報科【シラバス】 

教 科 商業 科 目 ﾋﾞｼﾞﾈｽ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 単位数 ２単位 年 次 ３年次 

使用教科書 ビジネス・コミュニケーション 

副教材等 ビジネス・コミュニケーション準拠問題集他 

 
１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

ビジネスの世界では，人と人とのつながりが大切です。社内・社外の人と良好な信頼関係を
築き，コミュニケーションを図ることで，ビジネスを円滑に進めることができます。そのためにもこ
の教科を通じて，ビジネスマナーや，さまざまなビジネスの場面に応じたコミュニケーションの方
法を身につけてほしいと思います。 

授業を通じて，ビジネスに関する必要な知識を身につけるのはもちろんのこと，主体的・対話
的で深い学びやロールプレイング等にも積極的に取り組んでいきましょう。 

 
２ 学習の到達目標 

・企業の組織と意思決定や仕事に対する心がまえ，さまざまなビジネスマナーやコミュニケーショ
ンの方法について学び，必要な知識と技術を習得する。 
・ビジネスマナーやコミュニケーションの意義や役割を理解するとともに，主体的に取り組み，さま
ざまな場面への対応力や課題を解決する能力を身につける。 

 
３ 学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a：知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観点の 
趣旨 

ビジネスマナーについて理解し，関

連する技術を身につけている。 

ビジネスマナーに関する課題を発見

し解決する力を身につけている。 

自ら学び，主体的・協働的に取

り組む態度を身につけている。 

評価 
方法 

定期考査，小テスト，検定試

験への取り組み等 

定期考査，論述，レポート，グ

ループ討議，発表，諸課題等 

学習に対する意欲や態度，提

出物への取り組み等 

上に示す観点に基づいて，学習のまとまりごとに評価し，学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。 

 
４ 学習の活動 

学 
期 

内 
容 

単元 
（題材） 

学習内容 
主な評価の観点 

単元(題材)の評価規準 評価方法 
ａ ｂ ｃ 

１
学
期 

1, 

2

章 

ﾋﾞｼﾞﾈｽとｺﾐｭ

ﾆｹｰｼｮﾝ，ﾏﾅｰ 

企業の組織と人間関係他 〇 〇  ａ：単元への理解，技術の習得 
ｂ：課題を解決する力 

ｃ：自ら学び，主体的に学ぶ態度 

定期考査，諸課

題， 提 出物， 学

習への取組等 

応対･ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾅｰ他 〇 〇  

交際・接客 ﾏﾅｰ  〇 〇 

２
学
期 

３
章 

ﾋﾞｼﾞﾈｽにお

け る 思 考の

方法とｺﾐｭﾆ

ｹｰｼｮﾝ 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの役割他 〇 〇  
ａ：単元への理解，技術の習得 
ｂ：課題を解決する力 

ｃ：自ら学び，主体的に学ぶ態度 

定期考査，諸課

題， 提 出物， 学

習への取組等 

ビジネスにおけるコ

ミュニケーション他 
〇 〇  

ビジネススキル他  〇 〇 

３
学
期 

４
章 

ビジネスと

外国語 

企業活動グローバル化他 〇 〇  ａ：単元への理解，技術の習得 
ｂ：課題を解決する力 

ｃ：自ら学び，主体的に学ぶ態度 

定期考査，諸課

題， 提 出物， 学

習への取組等 

ビジネスの会話他 〇 〇  

プレゼンテーション他  〇 〇 
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令和６年度 生活情報科【シラバス】 

教 科 商業 科 目 ﾋﾞｼﾞﾈｽ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 単位数 ４単位 年 次 ３年次 

使用教科書 ビジネス・マネジメント 

副教材等 ビジネス・マネジメント準拠問題集，簿記問題集他 

 
１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

１・２年次に複数の商業科目を通じてビジネスについて学んできましたが，これからは新しいビ
ジネスの創造が，どのような社会においても必要とされます。「ビジネス・マネジメント」では，個人
と社会を結びつける協働の場である組織に注目して，組織が新しいビジネスを生み出すこと(ビ
ジネスの創造)を通じてどのように社会のニーズを充足し課題を解決するのかについて考え，こ
れらに関する知識と能力について学びます。これまで学んできた簿記等も発展的に学習します。 

 
２ 学習の到達目標 

・新たなビジネスを生み出すために必要な考え方や手順，方法，協働の場としての組織の組み
立て方や運営の仕方を理解し，必要な知識や技術を習得する。 
・新たなビジネスの創造に必要な戦略と組織，ビジネスを取り巻く社会に関わる課題について主
体的に取り組み，課題を解決できる能力を身につける。 

 
３ 学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a：知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観点の 
趣旨 

ビジネスについて理解し，関連す

る技術を身につけている。 
ビジネスに関する課題を発見し

解決する力を身につけている。 
自ら学び，主体的・協働的に取

り組む態度を身につけている。 

評価 
方法 

定期考査，小テスト，検定試

験への取り組み等 

定期考査，論述，レポート，グ

ループ討議，発表，諸課題等 

学習に対する意欲や態度，提

出物への取り組み等 

上に示す観点に基づいて，学習のまとまりごとに評価し，学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。 

 
４ 学習の活動 

学 
期 

内 
容 

単元 
（題材） 

学習内容 
主な評価の観点 

単元(題材)の評価規準 評価方法 
ａ ｂ ｃ 

１
学
期 

１
章
２
章 

ビ ジ ネ ス

の 創 造 ，

ビ ジ ネ ス

の組織化 

ビジネスの創造と

社会他 
〇 〇  ａ：単元への理解，技術の習得 

ｂ：課題を解決する力 

ｃ：自ら学び，主体的に学ぶ態度 

定期考査，諸課

題， 提 出物， 学

習への取組等 
組織とマネジメント他 〇 〇  

簿記検定など 〇  〇 

２
学
期 

３
章
４
章 

経 営 資 源

のマネジメ

ント，ビジネ

スの変革 

財務的資源のマネ

ジメント他 
〇 〇  ａ：単元への理解，技術の習得 

ｂ：課題を解決する力 

ｃ：自ら学び，主体的に学ぶ態度 

定期考査，諸課

題， 提 出物， 学

習への取組等 
ビジネスの拡大他 〇 〇  

確認問題，実習  〇 〇 

３
学
期 

５
章 

ビジネスと

社会 

社会における企業他 〇 〇  ａ：単元への理解，技術の習得 
ｂ：課題を解決する力 

ｃ：自ら学び，主体的に学ぶ態度 

定期考査，諸課

題， 提 出物， 学

習への取組等 

企業への支援他 〇 〇  

総合実習など  〇 〇 
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令和６年度 生活情報科【シラバス】 

教 科 商業 科 目 ソフトウェア活用 単位数 ２単位 年 次 ３年次 

使用教科書 ソフトウェア活用 

副教材等 情報処理検定問題集，ビジネス文書検定問題集他 

 
１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

情報化が進展する現代のビジネス社会では，つねに ICT を活用した新しいサービスがうまれ
ています。私たちがこのようなビジネス社会で活動するためには，ICT に関する知識や技術とと
もに，ビジネスのしくみや関連する法規の知識，また，これらの知識や技術を自らの問題解決に
役立てようとする姿勢やモラル，マナーなどを身につけることが大切です。この授業で現代のビ
ジネスの実例を通して，さらに一歩進んだ ICT に関する知識や技術力の向上を目指してほしい
と思います。 

 
２ 学習の到達目標 

・企業活動とさまざまなソフトウェア活用に関する情報を収集・処理・分析し，必要な知識と技術
を習得する。 
・ソフトウェア活用の意義や役割を理解するとともに，主体的に取り組み，さまざまな場面で活用
し，課題を解決する能力を身につける。 

 
３ 学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a：知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観点の 
趣旨 

ソフトウェア活用について理解し，関

連する技術を身につけている。 

ソフトウェア活用に関する課題を発

見し解決する力を身につけている。 

自ら学び，主体的・協働的に取

り組む態度を身につけている。 

評価 
方法 

定期考査，小テスト，検定試

験への取り組み等 

定期考査，論述，レポート，グ

ループ討議，発表，諸課題等 

学習に対する意欲や態度，提

出物への取り組み等 

上に示す観点に基づいて，学習のまとまりごとに評価し，学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。 

 
４ 学習の活動 

学 
期 

内 
容 

単元 
（題材） 

学習内容 
主な評価の観点 

単元(題材)の評価規準 評価方法 
ａ ｂ ｃ 

１
学
期 

1,2

章 

企業活動と

ソフトウェア

の活用他 

ソフトウェアの活用他 〇 〇  ａ：単元への理解，技術の習得 
ｂ：課題を解決する力 

ｃ：自ら学び，主体的に学ぶ態度 

定期考査，諸課

題，提出物，学

習への取組等 

ネットワークの活用他 〇 〇  

情報資産の保護 〇  〇 

２
学
期 

3,4

章 

表計算ソフト

ウ ェ ア の 活

用他 

情報の集計と分析 〇 〇  ａ：単元への理解，技術の習得 
ｂ：課題を解決する力 

ｃ：自ら学び，主体的に学ぶ態度 

定期考査，諸課

題，提出物，学

習への取組等 

手続きの自動化 〇 〇  

データベース  〇 〇 

３
学
期 

5,6

章 

業務処理用

ソフトウェア

の活用 

ｼｽﾃﾑ開発の基礎他 〇 〇  
ａ：単元への理解，技術の習得 
ｂ：課題を解決する力 

ｃ：自ら学び，主体的に学ぶ態度 

定期考査，諸課

題，提出物，学

習への取組等 

アルゴリズムの基礎 〇 〇  

情 報 シ ス テ ム の

開発演習 
 〇 〇 
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令和６年度 生活情報科【シラバス】 
教 科 家庭 科 目 課題研究 単位数 ４単位 年 次 ３年次 

使用教科書 ファッション造形基礎 ファッション造形 など 
副教材等 なし  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 
 
・  2 年次までに学んだ衣服製作の知識や技術を活かし，独自の創造的な被服製作に取り組む。 
・ 成果としてファッションショーで発表することを目標に計画的に物事をすすめる力をつける。 
・ ファションショーや課題研究発表会において，自己表現力や，プレセンテーション力を身につける。 
・ 製作過程において，試行錯誤しながら，自ら行動し問題解決を図る力をつける。 
・ ファッションショー企画は他者と意見を交わしながら，それぞれの役割を果たし，協働してすすめる。 

 
２ 学習の到達目標 

家庭に関する課題を設定し，その課題の解決を図る学習を通して，専門的な知識と技術の深化，総合
化を図るとともに，問題解決の能力や自発的，創造的な学習態度を育てる。  

３ 学習評価（評価規準と評価方法） 
観点 a：知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観点の 
趣旨 

自ら設定した課題の必要性
について理解し，将来へ活か
す工夫し，問題解決に必要な
情報を収集・加工・活用するた
めの技能を身につけている。 

主体的に分析・判断して，課
題を追求し体系的にまとめ，そ
の成果を創意工夫して表現で
きる。 

課題に関心を持ち，心構え
や学習方法を自ら工夫して取
り組む意欲的，計画的な態度
がある。 

評価 
方法 

作品 
研究状況，レポート，発表 

研究状況， レポート 
中間報告，まとめ 
最終研究発表， 
プレゼンテーション 

研究状況， 
調査・記録 
ファションショー企画 

上に示す観点に基づいて，学習のまとまりごとに評価し，学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。  

４ 学習の活動 
学 
期 題材等 学習内容 

主な評価の観点 
単元(題材)の評価規準 評価方法 

ａ ｂ ｃ 

１
学
期 

テーマ設定 
 
 
 
創造的な衣服 
 
 
 
 
中間報告① 

計画の作成 
計画発表会 
 
 
製作 
研究 
 
 
レポート作成 
 
作品提出 
調査・研究 

 
 
 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
〇 

○ 
 
 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
 

○ 
 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
 
〇 

 
 
ａ：被服製作の知識，技術につ

いて理解しているとともに，
応用する技術を身に付けて
いる。 

 
 
ｂ：自分の表現したい衣服に関

する課題を発見し，科学的
根拠に基づいて試行錯誤し
ながら，創造的に解決し，表
現力がある。 

 
 
ｃ ： 被 服 製 作 や フ ァ ッ シ ョ ン

ショー企画において自ら学
び，主体的かつ協働的に取
り組もうとしている。 

 
 

製作状況 
計画表 
 
 
準備，段取り 
 
 
 
 
レポート 
 
作品 

２
学
期 

 
 
 
 
中間報告② 

 
装飾 
作品完成 
 
フ ァ ッ シ ョ ン
ショー企画 
 
フ ァ ッ シ ョ ン
ショー 
レポート作成 
 

 
〇 
 
 
 
 
 
 
 
〇 

 
〇 
 
 
 
 
 
○ 
 
〇 

 
 
 
 
〇 
 
 
 
 
〇 

製作状況 
 
 
グループディスカッ
ション 
 
発表作品 
発表態度 
 
レポート 
 

３
学
期 

年間のまとめ 
 
 
 
全体発表 

プ レ ゼ ン テ ー
ション作成 
 
全体での発表
会 

○  
 
 
 
○ 

○ 
 
 
 
○ 

ま と め ・ プ レ ゼ ン
テーション作成状況 
 
発表態度 
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令和６年度 生活情報科【シラバス】 

教 科 家庭科 科 目 保育実践 単位数 ２単位 年 次 
３年次 
（ライフ
コース） 

使用教科書 保育実践（実教出版） 
副教材等  

 
１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 
・２年次に学んだ保育基礎の基礎的な知識をさらに深め実践的な学習をします。 
・子どもの表現活動を促す具体的な技術を身につけます。 
・年１０回の地域の乳幼児や保育園児との交流に向けて企画から実施までグループで行います。 
・自らが子どもになった気持ちで何事にも楽しんで取り組む姿勢が大切です。 

 
２ 学習の到達目標 
家庭の生活に関わる産業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，保育
を担う職業人として必要な資質・能力を育成する。 

 
３ 学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 ａ：知識・技能 b:思考・判断・表現 ｃ：主体的に学習に態度 

観点の 
趣旨 

子どもの表現活動や子育て支援につ
いて体系的・系統的に理解するととも
に，関連する技術を身につけている 

保育や子育て支援に関する課題を発見し
子どもを取り巻く環境の変化に対応した
保育を担う職業人として，合理的活創造
的に解決する力を身につけている。 

保育の充実を目指して自ら学び，保育や
子育て支援の実践に主体的かつ協働的
に取り組んでいる 

評価 
方法 

実習作品    パフォーマンス評価   
定期考査  保育検定３級程度 

パフォーマンス評価   レポート   
保育実践活動  企画書 

保育実践活動      リフレクションシート    
レポート    課題提出 

上に示す観点に基づいて，学習のまとまりごとに評価し，学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。 

 
４ 学習の活動 

学 
期 

内 
容 

単元 
（題材） 

学習内容 

主な評価の観
点 単元(題材)の評価規準 評価方法 
a b c 

１
学
期 

子
ど
も
の
表
現
活
動
と
保
育 

 
造形表現活動 〇   

ａ：子どもの表現活動の意義と重
要性を理解し，子どもの様々な表
現活動を促す技術を身につけて
いる 
ｂ：子どもの様々な表現活動につ
いて課題を発見し，その解決に向
けて考察し工夫できる 
ｃ：子どもの表現活動と保育につ
いて自ら学び，保育や子育て支
援の実際に主体的かつ協働的に
取り組んでいる。 

考査 
 
手作りおもちゃ 
壁面製作 
紙芝居 
手遊び歌 
 
レポート 

言語表現活動  〇 ○ 

音楽身体表現

活動 
 〇 ○ 

情報手段などを

活用した活動 
〇 ○  

２
学
期 

子
育
て
支
援
と
保
育 

 
子 ど も ・ 子 育 て

の問題 
〇 〇  

ａ：現代社会における，子ども子
育ての問題や，子育て支援につ
いて理解し，関連する情報を収
集・整理することができる 
ｂ：地域の様々な子育て支援につ
いて，課題を発見し，その解決に
向けて考察し，工夫することがで
きる。 
ｃ：子育て支援と保育について自
ら学び，保育や子育て支援の実
践に主体的かつ協働的に取り組
んでいる。 

考査 
 
レポート 

子育て支援のた

めの各種施設 
〇   

子育て支援  〇 〇 

年
間 

保
育
の
活
動
計
画
と
実
習 

 保育の活動計

画 
〇  〇 

ａ：保育について体系的・系統的に
理解するとともに，相互に関連づけ
られた技術を身につけている。 
ｂ：保育実習を通して課題を発見
し，その解決に向けて考察工夫で
きること。 
ｃ：保育の活動計画と実習について
自ら学び，保育や子育て支援の実
践に主体的かつ協働的に取り組ん
でいる。 

保育企画書 

リ フ レ ク シ ョ ン

シート 

実践活動 

 保育実習  〇 〇 
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令和６年度 生活情報科【シラバス】 
教 科 家庭科 科 目 ファッション造形 単位数 ４単位 年 次 ３年次 

使用教科書 ファッション造形基礎【実教出版】 ファッション造形【実教出版】 
副教材等 家庭科問題集 被服編，授業時に配布するプリント 

 
１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では，授業態度，計画的に製作やファッションショ－運営に取り組んでいるかという観点で知識・技能を評価します。計画と実施の記録を確
実に行って下さい。 
・デザインや着用目的に適した被服材料を選択しているか，能動的創造的に製作しているかという観点で，思考・判断・表現を評価します。 
・製作した作品の技術やコ－ディネ－ト，ショ－の演出等の観点で，技能を評価します。 
・被服構成について，応用的に理解し，被服を適切に選択し管理する知識を身につけているか，ショ－のつくり方を理解しているかという観点で
評価します。  

２ 学習の到達目標 
(1)デザインや着用目的に応じたファッション造形の基礎や技術を習得させる。 
(2)ファッション製品を創造的に製作する能力と態度を育てる。  

３ 学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a：知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観点の 
趣旨 

・被服製作に必要な知識と技術を
習得しようとする意欲が見られ
るか。 
・実習とショーの運営に積極的に
取り組んでいるか。 

・実習の計画に従って能率的創造
的に製作できるか。 
・デザインや着用目的に適した被
服材料を選択することができる
か。 

・実習の計画に従って能率的創造
的に製作できるか。 
・デザインや着用目的に適した被
服材料を選択することができる
か。 

評価 
方法 

・定期考査 ・実技試験 
 

・定期考査 ・実習作品提出 
・ファッションショ－の運営 

・実習の計画表 ・課題提出 
・リフレクションシート 

上に示す観点に基づいて，学習のまとまりごとに評価し，学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。 

 
４ 学習の活動 

学 
期 

内 
容 

単元 
（題材） 

学習内容 
主な評価の観点 

単元(題材)の評価規準 評価方法 
ａ ｂ ｃ 

１
学
期 

ひ
と
え
長
着 

和
服
の
製
作 

和服製作の基礎 ○  ○ 

ａ：和服の種類やその製作技法につ
いて関心をもち，具体的な和服の製
作・着装に意欲的に取り組む態度を
もっている。 
ｂ：具体的な製作にあたり，着用目
的・着用者の個性・季節などを考え，
選択し，個人の相違・工夫を表現す
ることができる。 
ｃ：和服の題材に応じた裁断，縫製，
仕上げを行う技法を習得し，計画に
従い能動的に製作を行うことができ
る能力を身につけている。 
 

定期考査 
実技試験 
実習の計画表 
提出物 
リフレクションシート 
 ひ と え 長 着 の 製

作   ○ 

作品の着装と管
理  ○ ○ 

２
学
期 

ジ
ャ
ケ
ッ
ト 

洋
服
の
製
作 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
－
の
運
営 

洋服製作の基礎 ○  ○ 
ａ：洋服の種類やその製作技法につ
いて関心をもち，具体的な和服の製
作・着装に意欲的に取り組む態度を
もっている。 
ｂ：具体的な製作にあたり，着用目
的・着用者の個性・季節などを考え，
選択し，個人の相違・工夫を表現す
ることができる。 
ｃ：洋服の題材に応じた裁断，縫製，
仕上げを行う技法を習得し，計画に
従い能動的に製作を行うことができ
る能力を身につけている。 
 

定期考査 
実技試験 
実習の計画表 
提出物 
リフレクションシート 
ファッションショー
の運営 

ジャケットの製作   ○ 

作品の着装と管
理  ○ ○ 

３
学
期 

装
飾
と
演
出 

作
品
の
装
飾
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
－
運
営 

作品のコ－ディネ
－ト ○ ○  

ａ：製作した衣服を用いて他の衣服
との組み合わせや小物などを利用し
たコ－ディネ－トを考え，発表会など
に意欲的に取り組む態度をもってい
る。 
ｂ：創意工夫した適切な表現方法に
より，ファッション製品を製作・アレン
ジすることができる。 
ｃ：作品を元に，文化祭に向けて，
ショーの構成を考え，音響を編集し，
ショーを組み立てていくことができ
る。 
 

定期考査 
実技試験 
実習の計画表 
提出物 
リフレクションシート 
 

ファッションショ－
のつくり方  ○  

ファッションショ－
の運営  ○ ○ 
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令和６年度 生活情報科【シラバス】 
教 科 家庭科 科 目 フ－ドデザイン 単位数 ２単位 年 次 ３年次 

使用教科書 フ－ドデザイン新訂版（実教出版） 

副教材等 ＬＩＦＥおとなガイド家庭科 資料＋グラフ式成分表，ビジュアルクッキング，家庭科問題集食物編  
１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 
・１，２年次のフードデザインでの学びを応用して，供応食の献立作成から調理までを一人で全てできるようにし，家
庭科調理技術検定１級合格を目指します。 
・グループで協同して，多人数分の弁当や食事を企画し，提供します。  

２ 学習の到達目標 
（１）栄養，食品，献立，調理の基礎，献立作成及び様式別調理，テ－ブルコ－ディネ－ト等について体系的・系統的

に理解するとともに，関連する技術を身に付ける。 
（２）食生活の現状から調理に関する課題を発見し，食事を総合的にデザインする能力と態度を育て，調理を通して

食生活の充実向上を担う職業人として合理的かつ創造的に解決する力を養う。 
（３）特殊栄養について理解し，調理の面から食生活の充実向上を目指して自ら学び，創造的な調理に主体的かつ

協働的に取り組む態度を養う。  
３ 学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a：知識・技能 b:思考・判断・表現 c：主体的に取り組む態度 

観点の 
趣旨 

調理の基礎，様式別対象別目的別
の献立作成に関する知識がある。
様式別調理，大量調理の献立作成
と調理に関する技術を身につけて
いる 

目的や対象に応じた献立作
成ができ，創意工夫した調
理が表現できる 
 

健康の維持，増進に寄与する食
生活の充実向上について関心を
持ち，実習に意欲的に取り組ん
でいる 
 

評価 
方法 

テスト 
食物調理技術検定１級筆記 
献立作成，調理実習，実技評価 

献立作成，ホームプロジェク
ト，レポート 
 

授業態度，調理実習ノート，リフレ
クションシ－ト 
 

上に示す観点に基づいて，学習のまとまりごとに評価し，学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。  

４ 学習の活動 
学 
期 

内 
容 

単元 
題材 学習内容 主な評価の観点 単元(題材)の評価規準 評価方法 ａ ｂ ｃ  

１
学
期 

栄
養
と
食
事
計
画 

調
理
の
基
本 

食物の摂取と消化吸収 ○   ａ：栄養の基礎知識があり，献立
作成の意義を理解している。献立
作成と栄養計算ができる。 
ｂ：献立作成の課題を発見し解決
策を工夫できる。 
ｃ：献立作成について主体的に取
り組んでいる。 

考 査 ・ ワ ー ク
シート 
問題集 
調理実習 
献立表 
食物調理技術
検定１級 

栄養素の代謝 ○   

献立作成 〇 ○ ○ 

栄養計算 ○   

調理法の特徴 ○   
様
式
別
目
的
別
の
献
立
と
調
理 

食
の
文
化
・調
理
の
種
類
と
献
立 

日本料理 ○   ａ：様式別献立と調理について理
解し，様式別の献立作成と調理
並びにテ－ブルコ－ディネ－トが
できる。 
ｂ：献立作成と調理，テ－ブルコ－
ディネ－トにおける課題を発見し
解決に向けて創意工夫している。 
ｃ：実習やテ－ブルコ－ディネ－ト
に主体的に取組んでいる。 

実 技 テ ス ト
（ コ ー ス 料
理） 
調理実習 
献立表 
考査 
リフレクション
シ－ト 
ホ ー ム プ ロ
ジェクト 

西洋料理 ○   

中国料理 ○   

２
学
期 

テ－ブルコ－ディネ－ト ○  ○ 

供応食の献立作成 ○ ○  

行事食と食文化 ○   

ホームプロジェクト ○ ○ ○ 

 
 

対
象
別
の
献
立
と 
行
事
食 
・ 
供
応
食 

乳幼児の栄養と食事 ○   
ａ：対象別と各国料理並びに行事
食の献立と調理について理解し，
献立作成ができる。 
ｂ：対象別と各国料理並びに行事
食の献立の課題を発見し考察で
きる。 
ｃ：対象別と各国料理並びに行事
食の献立と食事について主体的
に学ぼうとしている。 

問題集 
 
調理実習 
 
考査 
 
食 物 調 理 技
術検定１級 

高齢者の栄養と食事 ○   

３
学
期 

病人食の栄養と食事 ○ ○  

各国料理と行事食の実
際 ○ ○  

供
応
食
調
理 

供応食の意義と特徴 ○   ａ：供応食調理の意義について理
解し，献立作成と調理ができる。 
ｂ：供応食調理をする際の課題を
発見し考察できる。 
ｃ：供応食調理実習に意欲的に
取り組んでいる。 

献立表 
計画表 
サンクスラン
チ，振り返りレ
ポート，考査 

組織運営と献立作成 ○ ○ ○ 

供応食調理 ○ ○ ○ 
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